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事 案
Aは平成12年11月8日に死亡した。

Aの相続人Xらは平成13年2月28日に仙台家庭裁

判所に限定承認をする旨の申述をした。

Xらは同年3月6日，Y税務署長に対し，Aの平成12

年度の所得税に関する準確定申告書を提出した。

仙台家裁は同月27日，Xらの限定承認の申述を受理

する旨の審判をし，Xらに対し，その審判を告知した。

Xらは同年9月7日に，Yに対し，前記所得税につい

て限定承認を前提とする修正申告書を提出した。

Yは，前記所得税の法定納期限は同年3月8日（X

らが相続開始を知った平成12年11月8日の翌日から4

月を経過した日の前日）であるとして，同年10月19

日，Xらに対し，3月9日から完納した9月7日までの

期間について延滞税を支払うよう求めた。

Xらは，法定納期限の起算点は限定承認の申述受理

の審判の告知の時である3月27日であり，7月27日以

前の期間については延滞税の納税義務は存在しないと

主張して，その納税義務の不存在確認を求める訴訟を

提起した。

第一審（東京地裁平成14年9月6日）はXらの請求

を棄却したので，Xらは控訴した。

争 点
所得税法59条1項に規定するみなし譲渡所得に対す

る所得税の法定納期限はいつと解するべきか。

判 旨
●東京高裁平成15年3月10日判決　判時1861・31

控訴棄却

相続の限定承認にかかるみなし譲渡所得に対する所得

税の法定納期限は相続人が相続開始があったことを知っ

た日の翌日から4月を経過した日の前日であると解する。

コメント
１．相続について限定承認がなされる場合，所得税法

はこれを譲渡とみなして，相続財産の増加益を被相

続人の所得として課税することとしている（所得税

法59条1項1号）。単純承認のように相続人が取得

費を引き継ぐとすると（同法60条1項1号），債務返

済のために財産を譲渡した時点で相続人に増加益が

実現してしまい，これについて相続人に譲渡所得課

税がなされることになり不都合が生じるからである。

増加益が被相続人の所得であるとすればこれにつ

いて準確定申告（同法125条1項）をする必要がある。

準確定申告の期間（法定納期限）は相続人が相続

の開始を知った日の翌日から4月を経過した日の前

日までであるが（同項），その時点でまだ家庭裁判

所の限定承認申述受理がなされていない場合も同様

か，というのがここでの争点である。

２．納税者は所得税法59条1項1号の生じる事由とは

限定承認の申述受理の審判の告知の時であり，それ

ゆえ法定納期限の起算点はその告知のあった日の翌

日であると主張したが，地裁も高裁も上記事由とは

相続開始時であり，それゆえ法定納期限の起算点も

125条1項の文言どおり相続の開始を知った日の翌

日であると判断した。

東京高裁の判例は基本的には地裁の判決の引用判

決であるが，高裁が独自に示した控訴棄却の理由と

しては，①限定承認の申述受理から4月を経過した

日の翌日を法定納期限と明記した法令はない，②限

定承認の申述をするには被相続人の財産調査を行な

うから，これと併せて税額を算定することもできる。

それゆえ相続開始を知った日の翌日から4月を経過

した日の前日を延滞税の起算日としても納税者に無

理を強いるものではないので不合理とはいえない，

③延滞税は法律に特別の規定がある場合を除き法定

納期限までに本税が納付されないという事実があれ
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ば，納税者に正当な理由があるか否かにかかわら

ず，一律に課せられる性質のものであるから，申告

受理の時期いかんによって法定納期限に差異が生ず

ることになるのは合理性がない，④熟慮期間伸長の

手続をした結果，法定納期限後に限定承認の申述受

理がなされることになったとしても，それは相続人

が自ら選択した結果であるから，これにより延滞税

負担の不利益を課せられてもやむをえない，という

ことであった。

３．確かに所得税法の形式的解釈としては高裁の見解

は素直な解釈といえよう。限定承認は相続の態様で

はないし，納税者の主張を前提とすると，相続開始

後限定承認申述受理の審判の告知の時までに生じた

増加益についても死亡した被相続人の所得に含まれ

る結果が生じるという不都合さも生じてくるからで

ある。

しかし，限定承認は，その申述受理の審判が告知

されて初めて効果が発生するものである（民法924

条，家事審判法9条1項甲類26号，同法13条本文）。

課税関係は私法上の法律関係を前提として課せら

れるべきであるという視点からみるかぎり，限定承

認の効果が発生していないにもかかわらず，納税者

は限定承認の申述が受理されることを想定して申告

をすべきであって，これを怠った以上延滞税を課せ

られてもやむを得ないとする地裁及び高裁の価値判

断には強い違和感を感じる。たとえ納税者において

限定承認を前提とする準確定申告が十分可能であっ

たとしても，だからといってこのことが限定承認の

効果が発生していないのに，その効果が発生してい

るものとして申告しなければならないことになる法

的根拠にはならないであろう。

立法論としては，限定承認を原因とするみなし譲

渡の法定納期限については，限定承認申述受理の手

続の実状を踏まえたものにすべきであろう。

ただ，限定承認にかかるみなし譲渡の法定納期限

に関する解釈としては高裁の判断のとおりとして

も，本件で納税者に延滞税を課すことが妥当であっ

たかは疑問が残る。地裁も高裁も延滞税は納税者に

正当な理由があるか否かにかかわらず一律的に課せ

られる性質であるとして，本件でも延滞税の負担は

やむをえないとしているが，民法との調整の観点か

ら何らかの救済方法を考えるべきではなかったか。

４．いずれにしても，地裁高裁と一貫して理由の如何

を問わず法定納期限を過ぎれば延滞税の負担はやむ

をえないという判断をしている以上，実務上は，限

定承認を行なわせる場合で法定納期限が徒過する危

険のある場合には，たとえ申告時に限定承認の効果

がまだ発生していなくても，所得税の準確定申告に

限定承認の内容を反映させておくように注意する必

要があろう。

所得税法第59条1項
次に掲げる事由により居住者の有する山林（事業所得の基因と
なるものを除く。）又は譲渡所得の基因となる資産の移転があつ
た場合には，その者の山林所得の金額，譲渡所得の金額又は雑所
得の金額の計算については，その事由が生じた時に，その時にお
ける価額に相当する金額により，これらの資産の譲渡があつたも
のとみなす。
一 贈与（法人に対するものに限る。）又は相続（限定承認に
係るものに限る。）若しくは遺贈（法人に対するもの及び個
人に対する包括遺贈のうち限定承認に係るものに限る。）

（以下略）

同法第125条1項
居住者が年の中途において死亡した場合において，その者の

その年分の所得税について第120条第1項（確定所得申告）の規
定による申告書を提出しなければならない場合に該当するとき
は，その相続人は，第3項の規定による申告書を提出する場合を
除き，政令で定めるところにより，その相続の開始があつたこと
を知つた日の翌日から4月を経過した日の前日（同日前に当該相
続人が出国をする場合には，その出国の時。以下この条において
同じ。）までに，税務署長に対し，当該所得税について第120条
第1項各号に掲げる事項その他の事項を記載した申告書を提出し
なければならない。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile ()
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket true
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 524288
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Preserve
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /FutoGoB101-Bold
    /FutoMinA101-Bold
    /GothicBBB-Medium
    /GothicMB101-Bold
    /GothicMB101-hea
    /GothicMB101-Ult
    /Helvetica
    /Helvetica-Bold
    /Helvetica-Condensed-Bold
    /Impact
    /Jun101-Light
    /Jun34-Medium
    /Jun501-Bold
    /MidashiGo-MB31
    /MidashiMin-MA31
    /PifontSym
    /Ryumin-Bold
    /Ryumin-heavy
    /Ryumin-Light
    /Ryumin-Medium
    /Ryumin-regular
    /Ryumin-Ultra
    /ShinGo-Bold
    /ShinGo-Light
    /ShinGo-Medium
    /ShinGo-regular
    /ShinGo-Ultra
    /ShinseiKai-CBSK1
    /Times-Bold
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /ENU ()
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




